
 

 

 

① ② ③ ④  

写真は①バデイウオークのキャラクター、ニコちゃん ②③④日本各地で行われるバデイ

ウオークの様子。 

バデイウオークとは？ 

ニューヨークで初めて行われ（タイムズスクエアー出発）、世界各地で行われています。日

本でも、仙台、東京、京都、名古屋、福岡、長崎などで行われています。 

ダウン症のある人々についての啓発活動です。 

ダウン症のある人もない人も、だれでも参加して、楽しく歩きましょう！ダウン症のある

人、ない人、沢山の人に出会い、笑顔で、言葉で、行動で、仲良くなりましょう！ 

なぜ、バデイウオーク広島を？ 

バデイウオークを広島で！と言う話が舞い込んだ経緯は、１１月１９日に行われたバデイ

ウオーク東京に参加された眼鏡の田中さんから、メガネの田中の本社、本店のある広島で

のバデイウオークの可能性を聞かれた、バデイウオーク東京を主催されているアクセプシ

ョンズさんの紹介でした。アクセプションズさんは全面的に広島でのバデイウオークに協

力しますとのことで、話は進みました。更に、メガネの田中さんからは、寄付金をいただ

ける取り組みをするとの申し出がありました。 

田中メガネさんの取り組みは？ 

メガネの田中さんは来年３月に創立１０５年になり、記念イベントを計画され、そのイベ

ントが、「５万人、スマイルアクト」という取り組みです。インスタグラム,またはツイッ

ターアカウントから、次のハッシュタグをつけて、メガネをかけた人（ダウン症のある人

など多様な人を含む）の写真をアップ、さらに、その写真に「いいね」をつける取り組み

です。＃笑顔とメガネ、＃galssesonsmile, ＃smileact、＃メガネの田中でアップ。その、写真

についた「いいね」の数によって寄付金をバデイウオーク広島にいただけます。 

バデイウオーク広島の主催は？えんぜるふぃっしゅ？ 

バデイウオーク広島の主催はえんぜるふぃっしゅではありません。主催はバデイウオーク

広島実行委員会です。実行委員長は藤山節子です。えんぜるふぃっしゅに入会していなく

ても、ダウン症のある人、ない人、とにかく参加したい人が誰でも参加できるために、実

行委員会が主催になります。（役員会で実行委員会が主催にと決定しました。） 

新しい風  バデイウオークを広島で！ 



皆さまへのお願い！！！ 

① バデイウオーク広島に参加してください！何か手伝いたい方は藤山に連絡してくださ

い。楽しいアイデアの提案をお願いいたします。 

② 眼鏡をかけているダウン症のある本人、保護者、家族、友人などの写真をインスタグ

ラムかツイッターで＃をつけて、アップしてください。 

③ 笑顔とメガネにアップされた写真に「いいね」をつけてください。 

④ ダウン症のある人で、えんぜるふぃっしゅに入会していない人などにも声をかけてく

ださい。 

バデイウオーク広島はいつするの？ 

実行委員会で考えて、２０１８年３月２１日（国連が決めた世界ダウン症の日）に行

うことにしました。 

その日を中心に、中ブロックさんが担当ブロックとして、中央図書館で、写真展、講

演会を予定しています。その講演会がある２１日にと考えています。 

どこを歩くの？ 

計画中ですが、いま考えているのは、田中メガネ本店（当日は世界ダウン症の日とし

てのギャラリーになるかも）から本通りを通り、原爆ドームまで歩き、その後、広島

市立中央図書館まで！と考えています。しかし、実行委員会が動き始めるのは今から

です。みんなで良いなという意見を出し合っていきましょう！ 

動き始めるのは今からです！ 

日にちが決まっているだけで、具体的なことは何も決まっていません。 

バデイウオーク東京のアクセプションズさんは、バデイウオーク広島を全面的に支援、

バデイウオーク本部とのやりとりの方法、幟、横断幕などなど貸してくださることに

なっています。 

メガネの田中さんも寄付金だけでなく、バデイウオーク広島が成功するように動いて

くださるとのことです。 

お互いの力を出し合って、楽しいバデイウオークを！ 

 

 

                                                                                               

 

 

   

就労の分科会で本人スピーチをした     懇親会で    就労の分科会のスピーカー４人 

森住真さんが新聞に掲載されました。  アベケンタさんと  ダウン症のある人を雇用している会社、 

                               雇用への取り組みをしている企業 

第一回日本ダウン症会議に参加しました。 

詳しい内容は次号で 


